
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ２０１９．０６ 

 

映画も上映中、今流行りの『キングダム』からの言葉をご紹介します。 

『キングダム』は、ざっくり言うと、秦の始皇帝が戦国時代の中華を統

一する物語を、やがて秦軍の将軍となる少年を主人公に描かれています。

この言葉は、敵対する趙国の藺相如という人の言葉で、中華統一は中華に

生きてきた人たちがずっと願っていたことであり、その願いは途切れるこ

となく今を生きる自分たちにつながっていることを言っていると思います。 

僕は「紡ぐ」という言葉を大切にしたいと思っています。人生を紡ぐ、

物語を紡ぐ、思いを紡ぐ。たくさんの出来事や気持ち、願いをつなぎ、人

に語り、手渡し、共有していく。苦しみも、悲しみも、喜びも、いのちの

歴史と共に、つなげてゆく。 

僕たちは、思いを紡いでいくことができるのです。いのちの物語を紡い

でいくことができるのです。思いが伝わりにくい現代において、親から子

へ、そして孫へと、人が思いを紡いでいくことを願います。 

僕たちはずっと、つながって生きている。 

               真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹 
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